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○事業開始年度　平成18年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

0 0 20,090 8,560 509 216

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

市民局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 342

0 0 17,118 7,255

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 2,972 1,305 67.2%

(0.00人) (0.00人) (0.70人) (0.30人)

○事業開始年度　昭和59年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

4,857 3,556 3,181 6,191 30 24 24 30 40 49 52 56

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

市民局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 24 9 6 48 49 50

4,004 2,707 2,332 5,321

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

853 849 849 870 80.0% 37.5% 25.0% 120.5% 100.0% 95.0%

(0.20人) (0.20人) (0.20人) (0.20人)

○事業開始年度　平成18年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

0 0 2,101 2,164 630 630

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

消防局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 515

0 0 1,252 1,294

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 849 870 81.7%

(0.00人) (0.00人) (0.20人) (0.20人)

○事業開始年度　昭和47年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

5,398 5,270 5,308 4,883 5 5 5 5 200 200 150 150

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5 5 5 202 138 128

1,857 1,619 1,572 1,664

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,541 3,651 3,736 3,219 100.0% 100.0% 100.0% 101.0% 69.0% 85.3%

(0.83人) (0.86人) (0.88人) (0.74人)

○事業開始年度　昭和46年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

42,202 46,400 48,060 8,209 145 165 169 171 20 20 15 15

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

市民局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 158 164 166 26 21 15

41,135 45,339 46,999 7,121

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,067 1,061 1,061 1,088 109.0% 99.4% 98.2% 130.0% 105.0% 100.0%

(0.25人) (0.25人) (0.25人) (0.25人)

○事業開始年度　昭和42年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

48,955 61,864 64,850 67,030 112,020 104,000 101,400 84,400

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

市民局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 99,811 93,626 83,961

47,249 60,166 63,152 65,290

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,706 1,698 1,698 1,740 89.1% 90.0% 82.8%

(0.40人) (0.40人) (0.40人) (0.40人)

○事業開始年度　昭和27年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

3,518 3,478 3,351 3,442 5,600 5,600 6,300 6,400     

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

経済局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5,568 6,264 6,357    

446 422 422 440

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,072 3,056 2,929 3,002 99.4% 111.9% 100.9%    

(0.72人) (0.72人) (0.69人) (0.69人)

◎ －◎ ◎ ○ △

自主防災組
織の資機材
整備費補助
を受けた数

（単位：組
織）

世帯数を基
準にした自
主防災組織
の組織率

（単位：％）
△ ○

○ －

2

助
成
・
育
成

自主防災組織
育成事業

市
単

【概　 要】自主防災組織の結成の促進や活動の活性化を図る。
【対象者】自主防災組織及び未結成の町内会
【具体的な活動内容】
・自主防災組織を結成していない町内会への結成の呼びかけ
・新規結成団体への資機材整備費の補助
・結成団体の避難訓練への補助

安心安全課
○ ◎

◎ ○ ○ ○1

監
視
・
規
制

地下壕安全対
策事業

市
単

【概　 要】本市の地下壕1,059箇所（平成18年度に新たに見つかった
4箇所を含む）のうち、倉庫等の利用を除く立入可能な地下壕768箇
所の安全対策を図るため、壕口の封鎖工事を行う。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・768箇所から、封鎖工事の不同意箇所や道路法面工事等により壕
口が消失した箇所を除いた725箇所（平成18年度に新たに見つかっ
た4箇所を含む）のうち、平成18年度は地権者の同意を得られた509
箇所について封鎖工事を実施する。

安心安全課

事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性

　降灰に対する市民不安の解消や疾
病の早期発見を図るため、東桜島地
区での検診等の実施は必要である
が、桜島地域全体の中で類似事業を
統合するなど、コストの面からより効
率的な実施の方法を検討するべきで
ある。

　違法駐車車両へのチラシによる啓
発については警察の駐車監視員制度
が導入されたことから、啓発活動のあ
り方等について見直しを行う必要があ
る。

主な活動指標 主な成果指標

○ ◎

封鎖工事の
実施箇所

(単位：箇所)

壕口を封鎖
することに
よる市民の
安全の確保

△ ○

　市民の安心安全な暮らしを守る上で
も必要な事業であり、封鎖工事を早期
に実施するために、所有者不明箇所
に対する実施方策を含めて検討する
必要がある。

Ｂａ

　自主防災組織の新規結成数及び組
織率が伸び悩んでいるため、町内会
への結成の呼びかけをより徹底する
などの見直しが必要である。

　住宅用火災警報器の設置促進を図
ることは必要であり、平成23年度から
既存住宅への設置義務が生じること
から、さらに広報を充実させる必要が
ある。

Ａ Ｂａ

Ａ Ｂａ

Ａ

Ａ

Ａ Ｂａ

Ｂａ

3

啓
発
・
広
報

住宅用火災警
報器設置促進
事業

市
単予防課

【概　 要】住宅用火災警報器の設置促進を図る。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・防火協力会等や事業所を対象に地域ぐるみ職場ぐるみの設置促
進を図る。
・ラジオ、市電・市バスその他広報媒体を活用し普及広報を行う。
・チラシ等を活用し各住戸の指導査察を行い設置促進を図る。

○ ○

防火協力会
への指導数

（単位：件）

住宅用火災
警報器の設
置促進を図
る

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ －

4

市
民
サ
ー

ビ
ス

降灰健康対策
事業

市
単保健予防課

【概　 要】降灰の健康に与える影響についてデータの収集を行うと
もに、桜島地域住民の不安を解消するため、検診等を行う。
【対象者】１５歳以上の桜島地域住民
【具体的な活動内容】
・桜島地域で検診（胸部、肺機能、眼科、皮膚科、耳鼻咽喉科、基
本健康診査を同時実施）、事後指導、訪問指導の実施
・各保健センターにおいて降灰健康相談を実施

○ ○

降灰検診実
施回数

（単位：回）

降灰検診受
診者数

（単位：人）

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ －

5

市
民
サ
ー

ビ
ス

交通安全対策
事業

国
補
助

安心安全課

【概　 要】交通安全の総合的な施策、計画の策定及び市民総ぐるみ
の交通安全運動の推進を行う。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・交通安全対策会議の開催
・交通安全計画策定
・交通安全実施計画策定
・児童通学保護員の運営
・違法駐車等防止啓発活動

○ ○

児童通学保
護員配置数

（単位：人）

交通事故死
者数

（単位：人以
下）

○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ －

6

市
民
サ
ー

ビ
ス

交通災害共済
事業

特
会安心安全課

○ ◎

加入口数

（単位：口）

交通事故に
遭った場合
の市民（会
員）の救済

△ △ Ａ Ｂａ

【概　 要】交通事故により災害を受けた者を救済するため、会員１人
につき年間１口600円の会費により交通災害共済制度を運営し、会
員の交通事故被災者に対し、共済見舞金（死亡見舞金・傷害見舞
金）を支給する。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・会員の会費により、共済見舞金（死亡見舞金・傷害見舞金）を支給
する。

　会費と見舞金の収支のバランスを検
証し、安定的な運営について検討す
る必要がある。一方、市が直接実施
する必要性が薄れていることから、民
間への委託等も含めて検討する必要
がある。

○ ○ ◎ ○○ ○

7

啓
発
・
広
報

計量思想普及
事業

市
単商工総務課

○ ◎

参加者数

（単位：人）

計量思想の
普及啓発

◎ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】商品量目試買検査を通じて、消費者に計量の現状を認識
させるとともに、生産・販売者にも適正計量を促す。また、計量記念
日行事、市民と計量のつどいの開催を通じて計量思想の普及啓発
に努める。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・各種行事の開催（主に、計量のひろば・動物体重あてクイズ・市民
と計量のつどい・商品量目試買検査、11月の計量月間をはさんで10
月下旬から12月上旬の期間）

　事業開始から54年が経過し、計量
思想の浸透は図られたと思われるこ
とから、縮小も含めて啓発のあり方を
検討する必要がある。

◎ ○ ◎ －◎ ◎

評価理由
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事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性主な活動指標 主な成果指標

評価理由

○事業開始年度　平成13年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

9,411 1,829 3,483 3,175 6 9 12 10

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 6 9 12

9,368 1,787 3,441 3,131

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

43 42 42 44 100.0% 100.0% 100.0%

(0.01人) (0.01人) (0.01人) (0.01人)

○事業開始年度　平成8年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

5,525 7,926 5,311 5,134 5,098 7,501 4,886 4,669 250 260 260 270

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5,098 7,501 4,886 317 290 290

5,098 7,501 4,886 4,699

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

427 425 425 435 100.0% 100.0% 100.0% 126.8% 111.5% 111.5%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成5年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

220,299 253,929 237,641 247,525 2,458 2,201 2,447 2,165 377,805 401,782 391,611 429,088

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 2,458 2,201 2,447 377,805 401,782 391,611

216,886 247,179 230,891 240,608

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

谷山福祉課 3,413 6,750 6,750 6,917 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(0.80人) (1.59人) (1.59人) (1.59人)

○事業開始年度　平成12年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

24,425 43,299 38,073 33,281 13,596 19,731 19,046 10,818

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 11,484 14,164 12,422

23,998 42,492 37,266 32,454

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

谷山福祉課 427 807 807 827 84.5% 71.8% 65.2%

(0.10人) (0.19人) (0.19人) (0.19人)

○事業開始年度　平成12年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

17,260 17,315 12,142 15,651 559 759 597 651

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 559 759 597

16,620 16,296 11,123 14,607

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

谷山福祉課 640 1,019 1,019 1,044 100.0% 100.0% 100.0%

(0.15人) (0.24人) (0.24人) (0.24人)

○事業開始年度　平成13年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

2,009 1,804 822 1,447 40 40 40 50 40 80 40 50

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 37 39 42 23 30 26

1,540 1,252 270 881

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

469 552 552 566 92.5% 97.5% 105.0% 57.5% 37.5% 65.0%

(0.11人) (0.13人) (0.13人) (0.13人)

○事業開始年度　平成4年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

5,595 5,599 10,737 9,532 1 1 2 2 200 200 400 400

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1 1 2 178 179 300

5,168 5,174 10,312 9,097

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

427 425 425 435 100.0% 100.0% 100.0% 89.0% 89.5% 75.0%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

8

施
設
維
持
・
管
理

いしき園施設
整備事業（養
護老人ホーム）

市
単いしき園

◎ ◎

修繕工事等
実施件数

（単位：件）

入所者の安
全確保及び
快適な居住
環境の維持

◎ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】入所者の安全確保と快適な居住環境維持のため、いしき
園の建物、設備の機能維持に必要な改修を行う。
【対象者】いしき園入所者
【具体的な活動内容】
・18年度　白ガス管取替工事、防護柵改修工事　等
・19年度　トップライト天窓取替　等

　今後の事業形態については、民間
力の活用などを各面から検討するとと
もに、移行にあたっては、救護施設は
県施行とすることを検討する必要があ
る。

◎ ◎ ◎ －◎ ◎

9

助
成
・
育
成

ねたきり高齢
者等訪問歯科
診療推進補助
事業

市
単高齢者福祉

課

◎ －

補助金交付
額

（単位：千
円）

訪問診療の
申込件数

（単位：件）

◎ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】歯科診療が必要な寝たきり高齢者等の歯科診療を推進す
るため、歯科医師会が訪問診療を行うのに必要な機材購入費及び
運営費に補助する。
【対象者】市歯科医師会
【具体的な活動内容】
・補助金の交付

  口腔ケアについては、医療保険の対
象であることから、診療報酬で対応す
べきであり、その分の経費の節減を
図る必要がある。

○ ◎ ◎ －◎ ◎

10

市
民
サ
ー

ビ
ス

心をつなぐ訪
問給食事業

市
単高齢者福祉

課

◎ ○

利用者数

（単位：人）

配食数

（単位：食）

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】援護を必要とするひとり暮らし高齢者等に定期的に食事を
提供し、安否確認を行うとともに、食生活の向上、配食従事者との
交流を通した孤独感の解消、自立意欲の促進を図る。
【対象者】・ひとり暮らしで、定期的な安否確認及び食生活の手助け
を必要とする者　　・要支援以上の高齢者のみの世帯の者　　　・高
齢者だけで構成される世帯に、要介護３以上の高齢者がいる場合、
要支援以上の者
【具体的な活動内容】
・利用者の居宅への昼食、夕食の配食と配達時の安否確認

　申請があってから認定までの作業
が煩雑であることから、事務の効率化
を検討する必要がある。○ ◎ ◎ ◎◎ ◎

11

市
民
サ
ー

ビ
ス

生きがい対応
型デイサービ
ス事業

市
単高齢者福祉

課

○ ◎

利用回数

（単位：回）

要介護状態
の予防

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】要介護状態になることを防ぐため、通所による各種サービ
スの提供を行う。
【対象者】H11年度までデイサービス等を利用していた者で、介護保
険で自立と判定された者。（旧５町地域は、１７年３月末まで利用し
ていた者）
【具体的な活動内容】
・２週間に１回、デイサービスセンターへの通所により、レクリエー
ション、給食、健康指導、入浴、送迎などのサービスを実施する。

　経過的事業であることから、事業の
終期等について今後検討を行うべき
である。○ ○ ◎ ○◎ ◎

12

市
民
サ
ー

ビ
ス

ひとり暮らし高
齢者等家事援
助サービス事
業

市
単高齢者福祉

課

○ ◎

派遣世帯数

（単位：世
帯）

要介護状態
の予防

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】介護保険制度で自立と認定された高齢者等で、病気がち
であったり、家庭環境等により日常生活に不自由する者を対象に家
事援助サービスを実施し、在宅での生活を支援する。
【対象者】平成11年度までにホームヘルプサービスを利用していた
者のうち、要介護認定で自立と判定された者。ただし、吉田・桜島・
喜入・松元・郡山の各支所管内に居住している者は、平成16年度ま
でにホームヘルプサービスを利用していた者で、要介護認定で自立
と判定された者。
【具体的な活動内容】・家事援助（買物・掃除・洗濯等）の提供

　経過的事業であることから、事業の
終期等について今後検討を行うべき
である。○ ○ ◎ ○◎ ◎

13

市
民
サ
ー

ビ
ス

元気高齢者活
動支援事業

市
単高齢者福祉

課

○ ◎

登録者数

（単位：人）

紹介件数

（単位：件）

◎ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】各種技能、知識を有する高齢者を元気高齢者として登録
し、各種団体・個人の要請に応じて紹介する。
【対象者】高齢者、各種団体、個人
【具体的な活動内容】
・元気高齢者の登録、紹介

　高齢者の能力を活かすとともに、生
きがいづくりに大きく貢献するもので、
必要な事業であるが、制度のＰＲ方法
を工夫するなどし、紹介件数の増加を
図る必要がある。

◎ ○ ○ －◎ ○

14

イ
ベ
ン
ト

高齢者洋上セ
ミナー事業

市
単高齢者福祉

課

○ ◎

実施回数

（単位：回）

参加者数

（単位：人）

○ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】高齢者の生きがいの助長及び高齢社会への理解を深め
るために、大型フェリーをチャーターし１泊２日のクルージングをしな
がら各種催しを実施する。
【対象者】65歳以上の高齢者（１回定員　200人）
【具体的な活動内容】
・18年度から２回実施
・洋上での講演会、体操、レクリエーション等の実施

　高齢社会における自立意識の啓発
や生きがいづくりについて学ぶ場の提
供は必要であるが、費用対効果をより
高めるための検討が必要である。

○ ○ ◎ ◎◎ ◎
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公平性

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性主な活動指標 主な成果指標

評価理由

○事業開始年度　昭和62年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

29,009 28,286 21,262 21,070 9 9 10 8 8,000 8,000 6,100 6,100

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 9 9 10 8,000 8,000 6,116

26,876 26,163 19,139 18,895

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

2,133 2,123 2,123 2,175 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.3%

(0.50人) (0.50人) (0.50人) (0.50人)

○事業開始年度　平成13年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

519 591 727 1,902 5,000 5,000 5,000 5,000 3 3 3 5

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5,000 5,000 5,000 0 0 2

50 39 175 1,336

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

469 552 552 566 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 66.7%

(0.11人) (0.13人) (0.13人) (0.13人)

○事業開始年度　平成14年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

552 646 608 679 25 11 10 7

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5 7 2

40 52 14 70

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

512 594 594 609 20.0% 63.6% 20.0%

(0.12人) (0.14人) (0.14人) (0.14人)

○事業開始年度　平成9年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

1,059 1,358 1,157 1,895 97 151 90 107

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 97 151 90

419 721 520 981

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

障害者福祉課 640 891 891 914 100.0% 100.0% 100.0%

谷山福祉課 (0.15人) (0.21人) (0.21人) (0.21人)

○事業開始年度　平成15年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

3,168 2,100 1,757 2,696 1 1 1 1 3,800 3,900 4,000 8,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1 1 1 4,712 8,068 10,848

2,741 1,675 1,332 2,261

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

427 425 425 435 100.0% 100.0% 100.0% 124.0% 206.9% 271.2%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成18年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

0 0 7,448 14,007 2 3

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 2

0 0 7,023 13,572

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 425 435 100.0%

(0.00人) (0.00人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成9年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

5,465 18,483 18,952 20,718 266 450 448 419

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 266 425 419

5,166 17,507 17,976 19,717

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

299 976 976 1,001 100.0% 94.4% 93.5%

(0.07人) (0.23人) (0.23人) (0.23人)

15

イ
ベ
ン
ト

長才まつり開
催事業

市
単高齢者福祉

課

○ ◎

実施イベン
ト数

（単位：種
類）

参加者数

（単位：人）

◎ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】高齢社会をめぐる様々な問題・課題について考える機会
を提供し、高齢者の生きがいづくり、健康づくりを推進するために、
高齢者を対象とした各種催しを開催する。
【対象者】市内に居住する60歳以上の高齢者
【具体的な活動内容】
・スポーツ部門（グラウンド・ゴルフ大会、ゲートボール大会など）と
文化部門（芸能大会、エイジレス講演会など）の催しを開催してい
る。

　高齢者の生きがいづくり、健康づくり
を推進することは必要であるが、事業
の必要性や内容について検証するな
ど費用対効果を高める検討が必要で
ある。

◎ ◎ ◎ －◎ ◎

16

市
民
サ
ー

ビ
ス

成年後見制度
利用支援事業

特
会高齢者福祉

課

◎ ◎

パンフレット
作成部数

（単位：部）

申立件数

（単位：件）

△ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】成年後見人等を必要とする方のために後見開始の審判
の申立てや申立て費用の助成を行ったり、制度の広報・普及活動
等を行うことで、同制度の利用促進を図る。
【対象者】・市長申立て：身寄りのない認知症高齢者等
　　　　　　・広報：一般市民
【具体的な活動内容】
・成年後見開始の審判の申立て 　　・申立て費用の助成
・利用促進のパンフレットの作成及び配布
・成年後見制度の円滑な運用を図るための検討会の開催

　身寄りのない認知症高齢者等の保
護を図るために、必要な事業である
が、利用件数が少ないため、障害者
福祉による制度も合わせて効果的な
ＰＲ方法を検討し、利用件数の増加を
図る必要がある。

○ ○ ◎ ◎◎ ◎

17

助
成
・
育
成

徘徊高齢者家
族支援サービ
ス事業

特
会高齢者福祉

課

○ ◎

利用件数

（単位：件）

高齢者の福
祉の増進

△ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】認知症高齢者が徘徊した場合に早期に発見できるシステ
ムを活用し、その居場所を家族に伝え、事故の防止を図る等、家族
が安心して介護できる環境の整備及び福祉の向上を図る。
【対象者】市内に住所を有する概ね65歳以上の認知症高齢者で、徘
徊癖のある者を在宅で介護している家族等。
【具体的な活動内容】
・認知症高齢者が徘徊したとき早期発見できるシステムに加入した
場合に、加入費及び購入費の一部を助成。

　徘徊高齢者の事故を防止し、家族
が安心して介護できる環境を整えるこ
とは必要であるが、制度のＰＲ方法を
工夫するなどし、利用件数の増加を
図る必要がある。

◎ ○ ○ ◎◎ ◎

18
相
談

住宅改修指導
事業

特
会高齢者福祉

課

◎ ○

派遣世帯数

（単位：世
帯）

高齢者等の
福祉の増進

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】高齢者・重度身体障害者の住宅改造を行う際に、住宅改
修指導員を派遣して相談に応じ、適切なアドバイスを行うことで、高
齢者・重度身体障害者の住環境の改善を図る。
【対象者】おおむね65歳以上の要援護高齢者のいる家庭や身体障
害者ホームヘルプサービス事業の派遣対象者など一定の要件に該
当する者で、年齢、身体状況、家庭構成、家屋状況等から居室等の
改良を希望する者
【具体的な活動内容】
・住宅改修指導員の派遣

　住宅改修指導員によるアドバイスに
より、高齢者の住環境の改善が図ら
れることから、必要な事業であるが、
制度のＰＲ方法を工夫するなどし、派
遣世帯数の増加を図る必要がある。

○ ○ ◎ －◎ ◎

19

啓
発
・
広
報

「こころの言の
葉」コンクール
事業

市
単学校教育課

◎ ◎

募集回数

（単位：回）

応募作品数

（単位：点）

◎ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】中学生とその保護者が、葉書１枚程度のメッセージの交
換をとおして、相手の存在の意義と自分の在り方・生き方を考える。
【対象者】本市内の中学生とその保護者
【具体的な活動内容】
・手紙文コンクールの実施
・作品集「こころの言の葉」の作成、配布

　大賞作品等については、積極的に
広報するなど、効果的な活用を図る
べきである。◎ ◎ ◎ －◎ ◎

20

社
会
基
盤
・
都
市
施
設
基
盤

学校施設緑化
モデル事業

市
単施設課

○ ◎

校庭芝生化
実施校数

（単位：校）

教育環境の
整備

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】学校校庭を芝生化することで、児童の教育環境の充実と、
ヒートアイランド現象の抑制を図る。
【対象者】鹿児島市立小学校の児童及び教職員等
【具体的な活動内容】
・学校校庭の一部芝生化

　モデル校の緑化整備が終了するこ
とから、効果を検証し、さらなる事業の
推進を検討する必要がある。○ ○ ◎ －◎ ◎

21

助
成
・
育
成

遠距離通学費
補助事業

市
単総務課

△ ◎

補助金交付
者数

（単位：人）

保護者の経
済的負担の
軽減

○ ○ Ｂａ Ｂａ

【概　 要】市立の小・中学校に公共交通機関を利用して通学する遠
距離通学児童・生徒の通学費を補助し、当該児童・生徒保護者の
経済的負担の軽減を図る。
【対象者】遠距離通学小・中学生の保護者
【具体的な活動内容】　片道の通学距離が小学生で４km以上、中学
生で６km以上（喜入地区は４km以上）で、公共交通機関を利用して
通学する（喜入地区の小・中学生については徒歩・自転車で通学す
る者を含む。）児童・生徒の保護者に対して、１ヵ月の定期券購入額
を限度として補助金を交付

　保護者の経済的負担の軽減により
就学を支援することは必要であるが、
補助要件が全市的に統一されておら
ず公平性に欠くことから、補助要件を
統一するべきである。

◎ ◎ ◎ －○ ◎
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公平性

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性主な活動指標 主な成果指標

評価理由

○事業開始年度　昭和25年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

31,519 31,454 36,334 39,486 38,168 38,168 38,168 38,168

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 28,106 28,058 32,938

28,106 28,058 32,938 36,006

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,413 3,396 3,396 3,480 73.6% 73.5% 86.3%

(0.80人) (0.80人) (0.80人) (0.80人)

○事業開始年度　平成12年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

1,686 1,584 1,651 1,836 7,726 7,581 7,799 7,799 7,726 7,581 7,799 7,799

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 7,726 7,581 7,799 5,714 5,567 5,788

278 183 250 400

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,408 1,401 1,401 1,436 100.0% 100.0% 100.0% 74.0% 73.4% 74.2%

(0.33人) (0.33人) (0.33人) (0.33人)

○事業開始年度　昭和47年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

10,305 9,368 10,225 11,886 900 900 900 900 40 42 42 42

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

環境局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 728 896 860 38 38 41

6,466 5,547 6,404 7,971

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,839 3,821 3,821 3,915 80.9% 99.6% 95.6% 95.0% 90.5% 97.6%

(0.90人) (0.90人) (0.90人) (0.90人)

○事業開始年度　平成17年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

0 5,390 16,049 19,180 14 22

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

建設局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 0 21

0 4,541 15,200 18,310

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 849 849 870 150.0%

(0.00人) (0.20人) (0.20人) (0.20人)

○事業開始年度　平成8年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

18,996 20,734 21,744 25,915 31,468 26,358 18,593

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

建設局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 31,468 26,358 18,593

12,597 14,366 15,376 19,390

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

6,399 6,368 6,368 6,525 100.0% 100.0% 100.0%

(1.50人) (1.50人) (1.50人) (1.50人)

○事業開始年度　平成2年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

9,267 0 10,240 0 1,500 1,100 70 90

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

建設局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1,000 1,000 58 73

5,428 0 6,419 0

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,839 0 3,821 0 66.7% 90.9% 82.9% 81.1%

(0.90人) (0.00人) (0.90人) (0.00人)

○事業開始年度　平成11年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

2,927 2,925 2,625 2,635 3,300 3,500 3,700 3,900 79 80 80 80

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

企画部 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 3,842 3,149 4,176 81 83 78

2,500 2,500 2,200 2,200

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

427 425 425 435 116.4% 90.0% 112.9% 102.1% 103.1% 97.3%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

22

助
成
・
育
成

鹿児島市奨学
資金事業

市
単総務課

○ ◎

貸付金額

(単位：千円)

有用な人材
の育成

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】向学心に燃えその能力が十分であるにもかかわらず、経
済的理由により修学困難である高校生等又はその保護者に対して
奨学資金を貸与するものである。
【対象者】高等学校等に在学する者又はその保護者
【具体的な活動内容】・鹿児島市奨学資金貸付基金の貸付
                               奨学金　　　　国公立 月額  18,000円
　　　　　　　　                                私   立 月額   30,000円

　有用な人材育成を図るため本制度
は必要であるが、滞納額が高額となっ
ていることから、制度継続のために
は、滞納の理由などを十分分析し、市
による積極的な督促や法的措置など
の対応を検討すべきである。

◎ ○ ○ －◎ ○

23

施
設
維
持
・
管
理

学校生ごみの
資源化・減量
化推進事業

市
単保健体育課

△ ◎

生ごみ投入
量

(単位：Kg）

生ごみ減量
量及び堆肥
活用量

（単位：Kg）

△ ◎ Ｂａ Ｂａ

【概　 要】学校に生ごみ処理機を設置し、学校給食から出る生ごみ
の資源化・減量化を図る。
【対象者】学校給食自校方式校
【具体的な活動内容】
・学校に設置した生ごみ処理機の維持・管理を行う。

　成果指標における生ごみ減量量な
どの活用量が目標より低い状況で推
移していることから、事業の効果を検
証し、環境教育に活用するなど生ご
み処理機の活用策を検討する必要が
ある。

○ △ △ －○ △

24

啓
発
・
広
報

自然保護事業
費

市
単環境政策課

◎ ◎

自然保護作
品展への応
募作品数

（単位：件）

保存樹の指
定本数

（単位：本）

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】鹿児島市の自然環境の保全及び市民の自然保護意識の
高揚、啓発を図る。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・自然保護作品展の開催
・「鹿児島市の自然」の発行
・保存樹等及び自然環境保護地区の指定及び保護

　自然保護の啓発のためには、自然
環境について学んでもらうことが大切
であり、その学ぶ場の一つとなる環境
未来館が20年度に完成予定であるこ
とから、環境未来館との連携を図ると
ともに、環境問題について新たな啓発
のあり方を検討する必要がある。

◎ ◎ ◎ －◎ ◎

25

助
成
・
育
成

緑の街並みづ
くり推進事業

市
単公園緑化課

◎ ◎

補助件数

（単位：件）

緑の街並み
づくりの推
進

◎ ◎ Ａ Ｂａ

【概　 要】都市の緑化を図ることによって、緑が増加すると都市の微
気象に影響を与え、ヒートアイランド現象の抑制に効果があることか
ら、市街地においては屋上及び壁面緑化を推進し、あわせて緑の
街並みづくりを進める。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・建築物屋上・壁面緑化助成事業
・市が管理する公共施設の屋上緑化整備

　公共施設の壁面緑化の検討など、
壁面緑化推進のＰＲ強化を図る必要
がある。◎ ◎ ○ ◎◎ ◎

26

監
視
・
規
制

屋外広告物対
策事業

市
単道路管理課

○ ◎

違反広告物
簡易除却件
数

（単位：件）

良好な景観
の形成及び
公衆に対す
る危害防止

◎ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】屋外広告物について必要な規制を行い、もって良好な景
観を形成し若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止す
る。
【対象者】屋外広告業者、屋外広告物掲出者、公共掲示板・はり紙
専用広告塔利用者 等
【具体的な活動内容】
・屋外広告物の申請、許可　・屋外広告業の登録、届出　・違反広告
物に対する措置　・公共掲示板、はり紙専用広告塔の維持管理

　活動指標の実績値が年々減少して
いることから、委託料の見直しやボラ
ンティアの積極的活用など、より効果
的かつ効率的に事業を推進する必要
がある。

○ ○ ◎ －◎ ◎

27

啓
発
・
広
報

鹿児島市建築
文化賞

市
単建築指導課

○ ◎

応募案内配
布枚数

（単位：枚）

応募件数

（単位：件）

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】美しい街並みと豊かな都市環境を高め、まちに潤いと魅
力を与える優秀建築物を表彰することにより、建築文化の向上と都
市景観に対する市民の意識の高揚を図る。
【対象者】民間建築物の所有者、設計者及び施工者
【具体的な活動内容】
・平成2年度より隔年で実施。10年以内に建築された民間建築物の
中から鹿児島市の街にふさわしい環境と外観を有する建築物を表
彰し、その建築物の所有者に対し、賞状・トロフィー及び銘板を贈呈
する。平成18年度より戸建住宅を応募対象に追加。

　受賞作品のＰＲを強化するとともに、
景観条例が制定されることから、その
考え方を建築文化賞の中で活かすこ
とができないか検討する必要がある。

○ ○ ○ －○ ◎

28

助
成
・
育
成

鹿児島ＣＧコン
テスト

市
単情報政策課

◎ ◎

ＣＧコンテス
ト応募総数

（単位：件）

市民の応募
数/全応募
数

（単位：％）

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　要】デジタルコンテンツに関する市民・県民の理解と関心を深
めるとともに、デジタルコンテンツ産業における優れたクリエーター
の発掘、技術の向上及び感性豊かな子供たちの育成を図るため、
鹿児島CGコンテスト実行委員会へ負担金を支出する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・実行委員会において、ＣＧ等を用いた動画、静止画等の作品を募
集し、優秀作品を表彰する。

　クリエーターの発掘や子どもたちの
感性を育成するために、必要な事業
であるが、効果を上げるため、ＩＴフェ
スタ（仮称）及びビジネスフェアとの合
同開催を検討する必要がある。

◎ ○ ◎ －○ ○
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公平性

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性主な活動指標 主な成果指標

評価理由

○事業開始年度　平成16年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

2,937 2,410 2,448 2,441 2 1 1 1 150 150 150 150

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

経済局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 2 1 1 38 95 142

2,365 1,841 1,879 1,858

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

572 569 569 583 100.0% 100.0% 100.0% 25.3% 63.3% 94.7%

(0.13人) (0.13人) (0.13人) (0.13人)

○事業開始年度　昭和35年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

27,575 26,886 22,453 34,438 200 200 200 300     

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 267 414 496    

24,162 23,065 18,632 30,523

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

3,413 3,821 3,821 3,915 133.5% 207.0% 248.0%    

(0.80人) (0.90人) (0.90人) (0.90人)

○事業開始年度　平成3年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

964 1,035 1,079 1,283 12 16 16 16     

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 13 12 14    

537 610 654 848

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

427 425 425 435 108.3% 75.0% 87.5%    

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成17年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

0 3,694 17,182 19,915 　 　 6 8 　 　 10,000 13,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 　 　 8 　 　 9,809

0 298 13,786 16,435

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 3,396 3,396 3,480 　 　 133.3% 　 　 98.1%

(0.00人) (0.80人) (0.80人) (0.80人)

○事業開始年度　昭和24年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

73,168 85,419 89,222 89,914 3,778 3,850 3,821 3,827

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 3,929 3,797 3,833

62,503 74,806 78,609 78,604

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

10,665 10,613 10,613 11,310 104.0% 98.6% 100.3%

(2.50人) (2.50人) (2.50人) (2.60人)

○事業開始年度　昭和55年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

6,863 7,413 7,275 5,556 21,400 22,800 22,800 17,100

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 21,400 22,800 22,800

5,157 5,715 5,577 4,251

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,706 1,698 1,698 1,305 100.0% 100.0% 100.0%

(0.40人) (0.40人) (0.40人) (0.30人)

○事業開始年度　昭和41年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

2,126 2,086 1,632 1,732 4 4 5 5 200 200 180 180

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

市民局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 4 4 5 272 141 138

1,273 1,237 783 862

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

853 849 849 870 100.0% 100.0% 100.0% 136.0% 70.5% 76.7%

(0.20人) (0.20人) (0.20人) (0.20人)

29

調
査
・
研
究

都市型農業振
興のための大
学との連携事
業

市
単都市農業セ

ンター

○ ◎

研究課題数

（単位：課
題）

トレビスの
試験栽培面
積

（単位：a）

◎ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】本市農家の経営の安定向上のため、鹿児島大学へ新野
菜トレビスの生理生態特性解明の研究委託を行う。
【対象者】(事業成果は農業者を対象とする）
【具体的な活動内容】
・花芽分化や抽たいメカニズムの解明
・色素や有用成分の分析

　19年度で研究課題も一定の整理が
なされることから、他に大学との連携
による研究が必要な野菜などはない
か検証する必要がある。

○ ○ ○ －○ ○

30
そ
の
他

姉妹友好都市
等との交流事
業

市
単国際交流課

○ ○

海外からの
来訪者受入
人数

（単位：人）

国際交流の
促進

○ ○ Ａ Ｂａ

【概 　要】姉妹友好都市、兄弟都市、その他外国からの来訪者が
あった場合に歓迎のため受入をし、交流の促進を図る。（友好都市
長沙市への派遣事業（周年事業の年度を除く）を含む。）
【対象者】海外等からの来訪者及び交流事業に関わる市民等
【具体的な活動内容】
・海外等からの来訪者の受入、長沙市からの訪問団（周年事業年
度を除く）、研修生の受入、長沙市への訪問団（周年事業年度を除
く）の派遣　ほか

　長沙市と友好都市になり25年が経
過し、交流がある程度促進されている
ことから、相互交流枠を縮小すること
を含め、事業の見直しを検討する必
要がある。

○ ○ ○ －○ ○

31

助
成
・
育
成

鹿児島市フレ
ンドシップパー
トナー事業

市
単国際交流課

○ ○

委嘱者数

（単位：人）

国際交流の
促進

○ ○ Ａ Ｂａ

【概 　要】鹿児島市に滞在した外国人との間に培われた友好の絆を
帰国後も持続させ、本市の幅広い国際交流の推進を図るため
「Distingunished Friend of Kagoshima（鹿児島市の友人）」を設置す
る。
【対象者】市内に滞在した経験のある留学生や国際交流員、語学指
導助手
【具体的な活動内容】
・委嘱状の交付、記念品、観光ビデオの贈呈、観光カレンダーの送
付

　鹿児島市に滞在した外国人との友
好の絆を持続させることは本市の国
際化に寄与するので必要であるが、
効果を上げるため、交流に、より積極
的な方に委嘱するとともに、連絡を密
にするなどの見直しが必要である。

○ ○ ○ －○ ○

32

イ
ベ
ン
ト

アジア青少年
芸術祭開催事
業

国
補
助

国際交流課
○ ○

海外からの
出演団体数

（単位：件）

一般参加者
数（出演者
を除く）

(単位：人）

○ ○ Ａ Ｂａ

【概 　要】アジア地域の青少年と芸術を通じた交流を深め、本市の
青少年の豊かな国際性を育てることを目的とした祭典を開催する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・年１回開催
主催：かごしまｱｼﾞｱ青少年芸術祭実行委員会（鹿児島市、南日本
新聞社、南日本放送、鹿児島シティエフエムほか）
内容：①青少年音楽祭　②青少年ステージ　③アジアン屋台

　アジア地域の青少年と芸術を通じた
交流を深めるために必要な事業であ
ることから、さらに事業の内容を充実
させるとともに、国内外へのアピール
も強化する必要がある。

○ ○ ○ －○ ○

33

啓
発
・
広
報

広報紙「市民
のひろば」の発
行

市
単広報課

○ ◎

印刷部数

（単位：千
部）

市政広報の
充実

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】広報紙「市民のひろば」を発行し、市政に関する情報など
を広く提供することにより、市政への理解を深める。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・毎月１回、市の施策や行事、催しの紹介など、市民の生活に深い
つながりを持つ事柄を中心に掲載し、全世帯に配布する。

　市政に関する情報などを全市民へ
伝達する有効な手段となっており、発
行経費の縮減への努力も見られる
が、財源の一部を広告収入でまかな
うなどさらに経費縮減の工夫が必要
である。

○ ○ ○ －◎ ◎

34

啓
発
・
広
報

グラフ誌「市民
フォト鹿児島」
の発行

市
単広報課

○ ◎

印刷部数

（単位：部）

本市の広
報・情報提
供の充実

○ ○ Ａ Ｂａ

【概　 要】市政の動きや街の話題などを中心に、写真構成で編集し
たグラフ誌の発行
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・発行部数　１７，１００部（１回当たり５，７００部）
・発行回数　年３回
・人が多く集まる銀行、理・美容院、病院、歯科医院などに配布

　市政に関する情報などを市民へ伝
達する有効な手段となっているが、財
源の一部を広告収入でまかなうなどさ
らに経費縮減の工夫が必要である。

○ ○ ○ －○ ○

35

市
民
参
画

市政ﾓﾆﾀｰ制度
事業

市
単市民参画推

進課

△ ○

研修会等開
催回数

（単位：回）

提言数（市
政モニター
通信件数）

（単位：件）

△ ○ Ｂａ Ｂａ

【概　 要】公募した市民を市長が委嘱し、市政に関する市民の建設
的意見や提言等を聴取して、市政に反映させる。
【対象者】18歳以上の市民（定員90人）
【具体的な活動内容】
・市政モニター通信　⑯272件、⑰141件、⑱138件
・市政モニター研修会（4回）
・市政モニター施設見学会（1回）
・市政への協力（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ手続きやアンケート等への協力）

　事業開始から42年が経過しており、
その間に「わたしの提言」や「市長とふ
れあいトーク事業」など市民の意見を
直接聞く事業が増えていることから、
縮小を含めて事業のあり方を検討す
る必要がある。

△ △ ○ －○ ◎
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公平性

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 指標名 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

事業実施課 事　　業　　概　　要№ 事務事業名

事
業
区
分

財
源

概算コスト（単位：千円） 効率性 有効性達成度 妥当性主な活動指標 主な成果指標

評価理由

○事業開始年度　平成7年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 事業手段の見直し（手段の改善等）

1,085 839 783 804 989 1,028 802 724 3 2 3 3

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

企画部 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 979 797 718 3 2 3

1,042 797 741 760

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

43 42 42 44 99.0% 77.5% 89.5% 100.0% 100.0% 100.0%

(0.01人) (0.01人) (0.01人) (0.01人)
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南のふるさとづ
くり推進協議会
事業

市
単政策推進課

○ ○ ○

負担金額

（単位：千
円）

市内地域づ
くり団体の
協議会会員
数

（単位：人）
○ ○ Ｂａ Ｂａ

【概　 要】地域づくり団体の相互交流や情報交換及びこれらの団体
と地方公共団体の連携を促進するための全県的な協議会に対し負
担金を支出し、交流・研修会やアドバイザー派遣等の各種事業を展
開することにより、自主的・主体的な地域づくりを推進する。
【対象者】地域づくりのための活動・研修を行う民間団体
【具体的な活動内容】
・同協議会による交流会・情報交換会開催、ホームページ作成など

　「南ふるのあり方検討委員会」で協
議会のあり方が検討されていることか
ら、その検討状況を踏まえるとともに、
県が同協議会への負担金を支出しな
い場合、本市においても、同協議会へ
の負担金を支出すべきか検討する必
要がある。

○ ○ ○ ○◎
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